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9 一 病人の お 見舞い に関 する 礼儀作法 


• 病人を 見舞う ことの 徳： 

1— サウ バーン （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使徒 
(彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「病人を 見舞う 者は 
、 （そこから 帰る まで） ずっと 天国の 果樹園の 中に ある。」 （ムス リムの 伝 
承 1 ) 


2 — アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラ 
一の 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：" アツ ラー 
ゆえに 病人を 見舞う か、 あるいは 同胞を 訪問す る 者には、 1 人の 天使が こう 呼 
びかけ よう： 「 （現世と 来世に おいて） あなた （の 境遇） がよくあります よ 
う。 また あなたの 歩みが よい ものであります よう。 そして あなたが 天国に 居 
を 据える ことが 出来ます よう。」"」 （アツ = ティル ミズ イーと イブ ン •マ 
ー ジャの 伝承 2 ) 


3 — アリー （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私は アツ ラーの 使 
徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） が、 こう 言う のを 聞きました：" 
ムス リム 同胞を 見舞う 者は、 （その 場に 到着して） 腰を 下す まで 天国の 果樹 
園の 中に ある。 そして 腰を 下せば、 慈悲に よって 包み込まれる。 それでもし 
それが 朝の ことで あれば、 7 0 0 0 0 の 天使が 夜まで 彼の 罪の 赦 しを 請おう。 そし 
て もし それが 夜の ことで あれば、 7 0 0 0 0 の 天使が 朝まで 彼の 罪の 赦 しを 請う で 
あろう。"」 （アブー •ダー ウー ドと イブ ン •マージ ャの 伝承 3 ) 

• 病人を 見舞う ことの 法的 見解： 

アル = バラ ーゥ. ブン. アーズ イブ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言い 
ました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 私たち 
に 7 つ （のこと） を 命じ、 また 7 つ （のこと） を 禁じられました： 彼は 私たち 
に 葬儀に 参列す る ことと、 病人を 見舞う こと、 招待を 受け入れる こと、 不正 
を 被って いる 者を 助ける こと、 誓約を 遵守す る こと、 挨拶を 返す こと、 くし 
やみを した 者に" ヤル ハム カツ ラー （アツ ラーが あなたを 慈しまれ るよう） 

" と言う ことを 命じました。 そして 銀の 器と 金の指輪、 絹、 錦、 絹で 縫われ 
た 衣服、 金襴を 禁じました。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 4 ) 

• 試練に 遭って いる 者を 目に した 時に 言う こと： 


1 サ ヒー フ •ムス リム （2 568 ) 。 

2 

良好な 伝承。 ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （2008) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （1633) 、 スナ 
ン. イブ ン. マージ ヤ （1443 ) 、 サ ヒー フ. ス ナン. イブ ン • マージ ヤ （1184) 。 文章は アツ = テイル ミズ イーの 

もの。 

3 

真正な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （3098) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （2655) 、 ス ナン. 
イブ ン •マージ ヤ （1442) 、 サ ヒー フ •イブ ン •マージ ヤ （1183) 。 文章は イブ ン •マージ ヤの もの。 

4 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （1 2 3 9 ) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2 066 ) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

1 


イブ ン •ウマル （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラ 
一の 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました：" 試練に 遭 
っ ている 者を 見て 「あなたに 降り かかった 災難から 私を 守って 下さった、 そ 
して 私を かれが 創造され た （他の） 多くの ものより 尊んで 下さった アツ ラー 
に 称え あれ」 と言う 者は、 彼が 被って いる その 試練から 免れる であろう。" 

」 （アツ = タ バラ ーニ ーの 伝承 5 ) 

• お見舞いに 訪問した 者が 座る 位置： 


イブ ン •アツ バース （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼 
に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 病人を 見舞った 際には、 （横たわって 
いる） その 者の 頭の 辺りに 座った ものでした。 （アル =ブ ハーリーの 伝承 6 ) 

• お見舞いの 際に 病人の ために 祈る 言葉： 

1— イブ ン .アツ バース （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言 
者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「まだ 息を 引き取 
っ ていない 病人を 見舞い、 彼の もとで：" この 上な く 偉大な アツ ラー、 偉大 
な 玉座の 主に、 あなたを 癒して 下さい ますよう お願いします〃 と 7 回 唱えるな 
らば、 アツ ラーが 彼を その 病から 癒して 下さらな いことは ない。」 （アブー 
. ダー ウー ドと アツ = テイル ミズ イ ーの 伝承 7 ) 

2 — アブ ドツ フー. ブン. アム ル （彼 らに アツ フーの こ 満悦 あれ） によれ 
ば、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「病人の 
お見舞いに 来たら、 こう 言う の だ：" アツ ラーよ、 あなたの しもべが あなた 
のために 敵を 討ち、 あるいは あなたの ために サラ ー （礼拝） へと 赴く ことが 
出来る よう、 癒して 下さい。"」 （アブー •ダー ウー ドと アフ マドの 伝承 8 ) 

3 —アー イシ ャ （彼女に アツ フーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ フーの 使 
徒 （彼に アツ フーからの 祝福と 平安 あれ） は 病人を 見舞う か、 あるいは 病人 
が 彼の もとに 連れて来られた 時、 こう 言った ものでした： 「人間の 主よ、 （ 
彼から） 災厄を 取り除いて 下さい。 （彼を） 癒して 下さい。 あなた こそが 癒 
される お 方で あり、 あなたの 癒しの 他に 癒しはありません。 （彼を） いかな 
る 病 も 残さない ような 癒しで もって （癒して 下さい）。」 （アル =ブ ハー リ 
一と ムス リ ムの 伝承 9 ) 


真正な 伝承。 アツ =タ パラー ニーの 「アル 白 アウ サト」 （5 3 2 0 ) 。 アツ = スイ ル スイ ラト •アツ 占サ ヒー ハ （2 73 7 

) 参照。 

6 

真正な 伝承。 アル =ブ ハーリーの 「アル =ア ダブ •アル =ム フラド」 （546) 、 「サ ヒー フ •アル =ア ダブ •アル ニ 

ム フラド」 （416)。 

7 

真正な 伝承。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド （3106) 、 サ ヒー フ • ス ナン. アブー. ダー ウー ド （2 663) 、 ス ナン. 
アツ = テイル ミズ イー （2 083 ) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （1 698 ) 。 文章は アブー •ダー ウー ド 

の もの。 

8 

良好な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （3107) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （2 664) 、 ムス ナド 
•アフ マド （6600) 。 アツ = スイ ル スイ ラト •アツ =サ ヒー ハ （1 365 ) 参照。 

9 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5675) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2191) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 



4 — イブ ン* アツ バース （彼らに アツ フーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 

- 中略- 「そして 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 病人を 見 
舞う 時には、 こう 言いました：" 大きな 問題では ない。 アッ ラーが お望みで 
あるなら、 （あなたの 罪と いう 穢れが この 病に よって） 清められる ように 1 °。 

" 」 （アル =ブ ハーリーの 伝承 11 ) 

• 試練の 恐れがなければ、 女性が 男性を 見舞う こと： 

アー イシ ャ （彼女に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アッ ラーの 
使徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） が マディーナ 入りした 時、 アブ 
一 •バ クルと ビ フール （彼らに アッ フーの ご 満悦 あれ） は 熱病に 冒され まし 
た。 それで 私は 彼らのと ころへ 行き、 言いました：" お父さん、 具合は いか 
がです か？ ビラール、 具合は いかがです か？"- 中略- そして アッ ラーの 使 
徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の もとに 来た 時、 私は そのこと に 
ついて 話しました。 すると （アッ ラーの 使徒は） 言いました：" アッ ラーよ 
、 私たちの マディーナへの 愛慕の 念を、 マッカに 対する 私たちの 愛慕の 念 か 
それ 以上に 大きな ものと して 下さい。 アッ ラーよ、 マディーナを 正し、 私た 
ちの ムッ ド 12 と サーア 13 に 祝福を お与え 下さい。 そして マディーナの 熱病を、 
ア ノレ = ジュフ ファ 14 まで 追い やって 下さい。 1 '」 （アル =ブ ハーリーと ムス リ 
ムの 伝承 15 ) 


• 非 ムス リ ムを 見舞 うこと： 

アナス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言って います： 「ユダヤ教 徒の 小 
間 使いの 少年が 1 人、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） に 仕えて 
いました が、 （ある 時） 彼は 病に 冒されました。 預言者 （彼に アツ ラーから 
の 祝福と 平安 あれ） は 彼を 見舞い、 彼の 頭の 近くに 腰を 下す と、 こう 言い ま 
した：" イス ラームを 受け入れよ。" すると 少年は、 そこに 居合わせ ていた 
父親の 方を 伺い ま した。 （父親は） 彼に 言い ま した：" アブー • アル = カー 
スィム （の 言う こと） に 従え。" そして （少年は） イス ラームを 受け入れ ま 
した。 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は そこを 後に すると、 
こう 言いました：" 彼を 地獄から 救われた アツ ラーに こそ、 全ての 賞賛は あ 
れ。" 」 （アル =ブ ハーリーの 伝承 16 ) 

• 病人に 息を 吹き かける こと： 


訳者 注： 病 や 不幸 や 苦難な どは、 ムス リムの 贖罪と なります。 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーの 祝福と 平安 あれ 
) は 言いました： 「ムス リムに 降り かかる 災難で、 それに よって 彼の 罪が 赦 される ことに ならない ものは ない。 例 
えそれ が 1 本の とげに よる 痛みだった としても。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承）。 

11 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （3616) 。 

12 訳者 注： 「ムツ ド」 とは 両手 一杯 分に 相当す る 計量 単位の ことを 指し、 1 サーア の 4 分の 1 に 当たります。。 

13 

訳者 注： 「サ ーア」 は マデイーナの 計量 単位の 1 つで、 果実 や 種子、 穀物 類な どに 用いられます。 1 サーア は 4 ムツド 
に 相当し ます。 

14 

訳者 注： 「アル = ジュフ ファ」 は マデイーナの 南西 方向に ある、 紅海 沿岸 付近の 町の ことです。 当時 ユダヤ教 徒が 
住んで いたと 言われて います。 

is サ ヒー フ •アル = ブ ハーリー （5654) 、 サ ヒー フ •ムス リム （1 3 76 ) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

16 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （1 3 5 6) 。 

3 



アー イシ ャ （彼女に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アッ 
ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 彼の 死につな がった 病に おいて、 ア ノレ =ムア 
ウウ イザ ー ト 17 を 読んで 自 らに 息を 吹き かけて いま した。 そして 彼が それすら 
出来ない 位に 困憊した 時には、 私が 代わりに それらを 読んで （彼の 両手に） 
息を 吹き込み、 そして 彼の 祝福 深い 手で もって （彼の 体を） さすった のです 
。 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 18 ) 

• 病人に その 益になる ことを 教示す る こと： 

1 — ウス マーン. ブン • アビー. アル = アース. アツ =サ カフ イー （彼に 
アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 彼は イス ラーム 改宗 以降に 始まった 体の 
痛みを、 アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） に 訴え まし 
た。 すると アッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言い ま 
した： 「体の 傷みが ある 部分に 手を 置き、" ビス ミッ ラー （アッ ラーの 御名 
において）" と 3 回、 そして" 私が 感じ、 そして 警戒す ると ころの 悪に 対し、 
アッ ラーと そのご 威力に ご 加護を 願います" と 7 回 言う の だ 19 。」 （ムス リム 
の 伝承 2 り 

2 — イブ ン •アッ バース （彼らに アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言 
者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「治療 （法） には 3 
つ ある： 吸 玉 放 血 法 （ヵッ ビング） と 蜂蜜を 飲む こと、 そして 火に よる 焼灼 

(焼き ごてに よる 治療） である。 そして 私は 私の ウン マ （共同体） に、 焼灼 
を 禁じる。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 21 ) 

3 — アブー •フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 彼は アッ 
ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） がこう 言う のを 聞き まし 
た： 「黒 種 （ブラック •クミン） には、 死 以外の 全ての 病に 対する 癒しが あ 
る。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 22 ) 


4 — ウン ム • ラー フィ ゥ （彼女に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「預 
言 者 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 潰瘍 やとげ （などに よる 刺し 
傷） を 負った 時には、 必ず そこに ヘンナ ー 23 を 塗った ものでした。」 （アツ = 
ティル ミズ ィーと イブ ン. マージ ャの 伝承 24 ) 

• 病人 や 死者の も とで 言う こと： 


17 訳者 注： ク ルアー ンの 最後の 3 章の こと。 

18 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5735) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2192) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

19 

訳者 注： イブ ン •マージ ャの 伝える 同様の 伝承では、 「手」 を 「右手」 と 明示し、 かつ ウス マーンが この 教示の 実 
践 によつ て 病状を 回復した こと の 言及が あり ます。 

2〇 サ ヒー フ •ムス リム （2 2 02 ) 。 

21 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5681) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2 2 05 ) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

22 サ ヒー フ •アル = ブ ハーリー （568 8) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2215) 。 文章は ムス リムの もの。 

23 

訳者 注： みそは ぎ 科の 植物で、 葉からは 赤褐色の 染料が 抽出され ます。 白髪染め や 女性の 体の 装飾な どに も 用いら 
れ ます。 

24 

良好な 伝承。 ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （2054) 、 サ ヒー フ •ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （1 676) 、 スナ 
ン •イブ ン •マージ ヤ 050 2) 、 サ ヒー フ •ス ナン •イブ ン •マージ ヤ （2 8 2 1 ) 。 文章は イブ ン •マージ ヤの もの 
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1— ウン ム .サラマ （彼女に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ア 
ツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：" 病人 
、 あるいは 死者の もとを 訪れた 時には、 よい こと 25 を 話す の だ。 天使たち は あ 
なた 方の 言う ことに、 「アーミー ン （そうあります よう）」 と言うの だから 
。 " そして アブー. サラマ （つまり 伝承 者で ある ウン ム •サラマの 夫） が 亡 
く なった 時、 私は 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の もとに 赴 
き、 言いました：" アツ ラーの 使徒よ、 アブー. サラマが 亡くなりました。 

" すると 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は、 こう 言いました 
:" こう 言う の だ： 「アツ ラーよ、 私と 彼の 罪を お赦し 下さい。 そして 彼の 
後に、 私に 更な るよ いものを 引き継いで お与え 下さい。」" こうして アツラ 
一は、 私に 彼 （アブー. サラマ） よりもよ いもの-預言者 ムハンマド （彼に 
アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ）- を （夫と して） 与えて 下さった のです。 

」 （ムス リムの 伝承 26 ) 

2 — ウン ム •サラマ （彼女に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ア 
ツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が アブー. サラマのと 
ころに やって来 ると、 彼は 眼を 開けた 状態で （息を 引き取って） いたので、 
彼は その 眼を 閉じて やりました。 • • • - 中略-そして （アツ ラーの 使徒は 
) こう 言いました：" アツ ラーよ、 アブー •サラマを 赦し たまえ。 そして 導 
かれた 者たち の 中に おいて 彼の 位階を 上げて 下さい。 彼の 後に、 私たち 残さ 
れた 者たち の 中に 彼を 継ぐ 者を お与え 下さい。 万有の 主よ、 私たちと 彼を お 
赦し 下さい。 彼のた めに その 墓を 広げて、 その 中を お照らし 下さい。"」 （ 
ムス リ ムの 伝承 27 ) 

• 故人に キスを する こと： 

イブ ン •アツ バース （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アブー* 
バ クルは 息を 引き取った 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） に、 
キスを しました。 （アル =ブ ハーリーの 伝承 28 ) 

• 病人に 対する 魔除け： 

1 ーアー イシ ャ （彼女に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に 
アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 家族の 者たち に 魔除けを 行い、 その 右手 
で （患部を） 撫でて こう 言った ものでした： 「アツ ラーよ、 人間の 主よ。 （ 
彼から） 災厄を 取り除いて 下さい。 彼を 癒して 下さい。 あなた こそが 癒され 
る お 方で あり、 あなたの 癒しの 他に 癒しはありません。 （彼を） いかなる 病 
も 残さない ような 癒しで もって （癒して 下さい）。」 （アル =ブ ハーリーと 
ムス リ ムの 伝承 29 ) 


訳者 注： ここで 言う 「よい こと」 とは、 死者に 対しての 彼のた めの 祈願 や、 彼のた めに 罪の 赦 しを 乞う ことで あつ 
たり、 また 病人に 対しては その他 いたわり の 言葉を かけたり、 気分を 和らげて やろう と 努める こ と 等で あると 言わ 
れ ます （アン =ナ ワウ イー 著サ ヒー フ •ムス リム 解釈より）。 

26 サ ヒー フ •ムス リム （919) 。 

27 サ ヒー フ •ムス リム （92 0) 。 

28 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （5709) 。 

29 サ ヒー フ •アル = ブ ハーリー （5743) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2191) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 
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2 —アー イシ ャ （彼女に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラ 
一の 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 魔除けの 中で、 こう 言っ 
たもので した：" アツ ラーの 御名に おいて。 （これは） 私たちの 土地の 土と 
、 私たちの 唾液です。 私たちの 主の お許しで もって、 私たちの 病人は 癒され 
ます。"」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 30 ) 


人差し指に 唾を 付け、 それで 土に 触れ、 この ドゥ アー (祈願） を 唱えながら 
その 付着 物 で 患部 を 撫でます。 


3 — アブー •サイード （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 ジブリール （ 
ガブリエル） が 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の もとを 訪れ 
てこう 言いました： 「"ムハンマドよ、 辛い か？〃 （預言者は） 言いました 
:" はい。" （ジブリールは） 言いました：" アツ ラーの 御名に おいて。 あ 
なた を 害する 全ての ものに 対し、 全ての 悪に 対し、 あるいは 妬み 深い アイソ 1 
に 対し、 あなたが 守られる ことを 乞う。 アツ ラーが あなたを 癒して 下さる よ 
う。 アツ ラーの 御名に おいて、 あなたが 守られる ことを 乞う。"」 （ムス リ 
ムの 伝承 32 ) 


• 国を 疫病が 襲った 時に、 ムス リムが 言う こと： 

ウサ ー マ. ブン • ザ イド （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言い ま した： 
「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：" 
疫病は イスラエルの 民の 一派、 あるいは あなた 方 以前の 者たち に 送られた 穢 
れ である。 ゆえに どこかで それが 発生した と 耳に したら、 そこに 赴く のでは 
ない。 そして あなた 方が いる 場所に それが 発生したら、 そこから 逃亡し よう 
として 脱出す るので はない。"」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 33 ) 


3〇 サ ヒー フ •アル = ブ ハーリー （5746) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2194) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

31 

訳者 注： アイン （邪 視） とは、 妬み や 羨望な どを もった 他人の 視線が、 それに よって 視線を 受けた 者に 災難 や 悪事 
を もたらす ことを 指します。 アイ ンは 視線の 主の 意図と は 関係な く 起こり 得ます。 

32 サ ヒー フ •ムス リム （2186) 。 

33 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （3473) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2218) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 



